
 

夏の暑さもおさまり、秋らしくなってきました。さわやかに吹く風が秋の深

まりを知らせてくれます。季節の変わり目で体調を崩しやすい時期でもあるの

で、手洗い・うがいや衣服の調節などをして、かぜを予防しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 平成30年10月5日 
fujimuraナーサリー 
看護師 岸本 10月号 

うがい 

口に水を含ませ、ぶくぶくうが

いをし、水を吐き出します。 

かぜのばい菌は手の他に喉にもたくさん付いていて、体力が弱った体に入ろうと

チャンスを狙っています。外から帰ったらしっかりうがいをしましょう。 

水の他、お茶のうがいもお勧めです。 

口に水を含み、そのまま

顔を天井に向けます。 

「ガラガラ」と音を立て

てうがいをします。 

口の中の水を

吐き出します。 

手洗い 

腕まくりをし、水道水で

手を濡らします。 

手洗いはかぜや感染症の予防にもつながります。外遊びの後、ト

イレの後、食事の前にはしっかり手を洗う習慣を付けましょう。 

きれいな 
手の洗い方 

石けんをしっかり泡

立てます。 

手の平を合わせて

洗います。 

石けんを流し、清潔なタ

オルで拭きます。 

手の甲を洗います。 

指と指の間を洗います。 指先、爪の中を洗います。 手首を洗います。 

インフルエンザ対策 
・食事前、帰宅時に手洗い・うがいをする。 

・バランスのよい食事、睡眠をしっかりとる。 

・肌着をきちんと着けて、気温に合わせた衣

服の調節をする。 

・部屋の換気をし、人ごみをなるべく避ける。 

・適度に運動をする。 

感染力の強いインフルエ
ンザにかかりにくくな
り、発病しても重症化す
るのを防ぎます。接種を
受けてから抗体ができる
までには約２週間かかる
ので、10月～12月頃には
接種を済ませておきまし
ょう。 

予防接種を受けよう！ 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、頭を傾け

たりする 

10月10日は 
目の愛護デー 

子どもの目は毎日発達していて、両目

の視力機能は６歳頃にほぼ完成すると

言われています。その後に視力が低下

するのは、幼い頃の姿勢や体の動かし

方が関係しているそうです。自然の中

で十分に遊ばせ、外の景色をたくさん

見せることでお子さまの視力を育てて

いきましょう。 

こんな見方は危険信号！ 

このような症状が見られると斜視や

弱視の可能性が考えられます。子ど

もは視力が悪いことを自覚できない

ため、上記のような症状がないか普

段から気にかけて見るようにしてく

ださい。 

 

インフルエンザを 
予防しよう！！ 

11月16日(金)に 
全園児歯科健診を行います。 
 

歯科健診では次の項目を調べます。 
○歯並び・かみ合わせ・あごの関節に異常
はないか 

○虫歯はないか 
○歯垢が付いてないか 
○歯肉が腫れていないか 
健診の日は、朝食後、丁寧に歯みがきをし
てきましょう。 

歯科健診のお知らせ 


